
第３号様式
（第１面）

産業廃棄物処分業者の処理状況報告書
(報告対象の期間：令和 3 年 10 月 ～ 令和 4 年 3 月）

令和 4 年 4 月 12 日
東京都知事　　殿

報告者

（法人にあっては、主たる事務所の所在地、名称及び代表者の氏名）

13－ 20 －

（法人にあっては、主たる事務所の所在地、名称及び代表者の氏名）

東京都廃棄物条例第14条の３第１項に基づき、処理状況について次のとおり報告します。

事業場（その１） 事業場（その２）

事業場（その３） 事業場（その４）

処分を行う事業場（その１）で処分した産業廃棄物の主な搬出先施設の所在地
処分の方法 処理能力

ｔ/日
ｔ/日
ｔ/日
ｔ/日
ｔ/日 □ ■ □
ｔ/日 □ □ □

8：00～17：00 □ □ □
■ 有 □ 無

適正処理の実現に向けた社内の取組内容
○従業者の教育訓練の実施状況 ○処理に係る自社情報の公開状況

■ 社内研修を実施している。 ■ 搬入から搬出までの作業内容を公開している。
（研修の内容） ■ 廃棄物処理法について ■ 安全性の確保について ■ 緊急時の対応方法を定めたマニュアルを公開している。

■ 事故時の対応について ■ 廃棄物処理法に基づく帳簿を公開している。
□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） □

（研修の頻度） □ 年１回 □ 半年に１回 □ ３ヶ月に１回 □ 独自に、処分状況の写真の定期的な公開を実施している。
■ 月１回 □ その他（　　　　　　　　　　） ■ 近隣住民に処分を行う事業場を公開している。

■ 外部研修を受講させている。 （公開頻度）
（研修の内容） ■ 廃棄物処理法について ■ 安全性の確保について □ 定期的に公開している。

□ 事故時の対応について ■ 申出があれば公開している。
□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） □ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（研修の頻度） ■ 年１回 □ 半年に１回 □ ３ヶ月に１回 □ その他

□ 月１回 □ その他（　　　　　　　　　　）
□ その他

（日本工業規格Ａ列４番）

リサイクルのため
リサイクルのため

東京
木くずの破砕(チップ化）施設 4.880
ゴム屑の破砕施設 3.360
金属くずの破砕施設 4.240

江東
八千代

紙くずの破砕施設 4.240

4.500
廃プラスチック類の破砕施設 4.800

東京
千葉

再度中間処理が必要な理由

主な搬出先となっている埋立処分場所在地

事業概要

処分を行う事業場の
所在地

　　計量器の有無

処分を行う事業場（その１）の概要

　　受入時間

廃プラ類、金属くず等の混合破砕

東京都葛飾区東立石3-5-1

区・市・町・村

区・市・町・村

区・市・町・村

都・道・府・県

都・道・府・県

都・道・府・県

主な搬出先となっている中間処理施設の所在地

埋立処分場の種類
安定型 管理型 遮断型
安定型

住所 東京都葛飾区東立石3-5-1

氏名 
高嶺清掃株式会社
代表取締役　関川　泰子

㊞

許可番号 007854

鈴木　理香 03-3696-7111担当者氏名 電話番号

管理型 遮断型
江東

安定型 管理型 遮断型

独自に、搬入量・保管量・処分量・搬出量の定期的な公開を実施している。

都・道・府・県

都・道・府・県

都・道・府・県

区・市・町・村

区・市・町・村

区・市・町・村

主な持出
（搬出）先



（第２面）

処分を行う事業場（その２）で処分した産業廃棄物の主な搬出先施設の所在地
処分の方法 処理能力

ｔ/日
ｔ/日
ｔ/日
ｔ/日
ｔ/日 □ □ □
ｔ/日 □ □ □

　　：　　　～　　　：　　 □ □ □
□ 有 □ 無

処分を行う事業場（その３）で処分した産業廃棄物の主な搬出先施設の所在地
処分の方法 処理能力

ｔ/日
ｔ/日
ｔ/日
ｔ/日
ｔ/日 □ □ □
ｔ/日 □ □ □

　　：　　　～　　　：　　 □ □ □
□ 有 □ 無

処分を行う事業場（その４）で処分した産業廃棄物の主な搬出先施設の所在地
処分の方法 処理能力

ｔ/日
ｔ/日
ｔ/日
ｔ/日
ｔ/日 □ □ □
ｔ/日 □ □ □

　　：　　　～　　　：　　 □ □ □
□ 有 □ 無

（日本工業規格Ａ列４番）

　　計量器の有無

主な搬出先となっている埋立処分場所在地

再度中間処理が必要な理由

主な搬出先となっている中間処理施設の所在地 再度中間処理が必要な理由

主な搬出先となっている中間処理施設の所在地

処分を行う事業場（その３）の概要

処分を行う事業場（その２）の概要

　　計量器の有無
　　受入時間

主な搬出先となっている埋立処分場所在地

主な搬出先となっている中間処理施設の所在地
都・道・府・県 区・市・町・村

安定型 管理型 遮断型
埋立処分場の種類

安定型 管理型 遮断型
安定型 管理型 遮断型

埋立処分場の種類
安定型 管理型 遮断型
安定型 管理型 遮断型
安定型 管理型 遮断型

埋立処分場の種類

再度中間処理が必要な理由

安定型 管理型 遮断型

安定型 管理型 遮断型
安定型 管理型 遮断型

区・市・町・村

都・道・府・県 区・市・町・村

都・道・府・県 区・市・町・村

都・道・府・県 区・市・町・村

都・道・府・県

主な搬出先となっている埋立処分場所在地

都・道・府・県 区・市・町・村

区・市・町・村

都・道・府・県 区・市・町・村

都・道・府・県 区・市・町・村

都・道・府・県 区・市・町・村

都・道・府・県

区・市・町・村

都・道・府・県 区・市・町・村

都・道・府・県 区・市・町・村

都・道・府・県 区・市・町・村

区・市・町・村

都・道・府・県 区・市・町・村

都・道・府・県 区・市・町・村

都・道・府・県 区・市・町・村

　　受入時間

　　受入時間

都・道・府・県

都・道・府・県

処分を行う事業場（その４）の概要

　　計量器の有無

主な
搬出先

主な
搬出先

主な
搬出先



（第３面）

処分を行う事業場（その１）における施設の現況 令和4　　　　年 3 月 31 日　現在

①施設の外観（施設名称：　中間処理場　） ②処分前の産業廃棄物の保管状況 ③施設への産業廃棄物の投入状況

④施設から排出された産業廃棄物の状況 ⑤処分後の産業廃棄物の保管状況

（日本工業規格Ａ列４番）

報告期間末の施設の現況



（第４面）

処分を行う事業場（その2　）における施設の現況 令和4　　年 3 月 31 日　現在

①施設の外観（施設名称：　発砲ヤード　） ②処分前の産業廃棄物の保管状況 ③施設への産業廃棄物の投入状況

④施設から排出された産業廃棄物の状況 ⑤処分後の産業廃棄物の保管状況

（日本工業規格Ａ列４番）



（第３面）

処分を行う事業場（その3）における施設の現況 令和4　　　　年 3 月 31 日　現在

①施設の外観（施設名称：　ビンカン工場　） ②処分前の産業廃棄物の保管状況 ③施設への産業廃棄物の投入状況

④施設から排出された産業廃棄物の状況 ⑤処分後の産業廃棄物の保管状況

（日本工業規格Ａ列４番）

報告期間末の施設の現況



（第４面）

処分を行う事業場（その4　）における施設の現況 令和4　　　　年 3 月 31 日　現在

①施設の外観（施設名称：　圧縮・梱包　） ②処分前の産業廃棄物の保管状況 ③施設への産業廃棄物の投入状況

④施設から排出された産業廃棄物の状況 ⑤処分後の産業廃棄物の保管状況

（日本工業規格Ａ列４番）



（第５面）

【　令和 3 年 10 月実績】

件

処分を行う事業場（その１）への搬入量、保管量、処分量、搬出量 □ 搬入、保管、処分、搬出の実績なし

ｔ t 搬出量

受入車両の延べ台数 【前月からの繰越量】 【月末の保管量】 搬出車両の延べ台数 t

台 台

マニフェスト※１の枚数 【売却した有価物の種類】 台

枚 t t ■　金属くず □　ガラスくず マニフェストの枚数

【内　　訳】 ■　紙くず □　繊維くず 枚

　（継続契約分※２） ■　その他 （廃プラスチック類） 電子マニフェストの登録件数

受入量 （　　　　　　　） （　　　　　　　） 件

ｔ

受入車両の延べ台数 t

台

マニフェストの枚数

枚 t 搬出量

t 件 搬出車両の延べ台数 t

　（臨時契約分※３） 台 搬出車両の延べ台数

受入量 （前月からの繰越量） （月末の保管量） マニフェストの枚数 台

t 枚 マニフェストの枚数

受入車両の延べ台数 電子マニフェストの登録件数 枚

台 t t 件 電子マニフェストの登録件数

マニフェストの枚数 件

枚

燃え殻 0.000 ｔ ゴムくず 0.000 ｔ
汚泥 0.000 ｔ 金属くず 68.678 ｔ
廃油 0.000 ｔ 16.414 ｔ
廃酸 0.000 ｔ 鉱さい 0.000 ｔ
廃アルカリ 0.000 ｔ がれき類 0.000 ｔ
廃プラスチック類 103.868 ｔ 動物のふん尿 0.000 ｔ
紙くず 33.579 ｔ 動物の死体 0.000 ｔ
木くず 47.744 ｔ ばいじん 0.000 ｔ
繊維くず 1.982 ｔ 政令13号物 0.000 ｔ
動植物性残さ 0.000 ｔ 合計 272.265 ｔ
動物系固形不要物 0.000 ｔ

（日本工業規格Ａ列４番）

ガラス・コンクリート・陶磁器くず

106

処分が終了し搬出前の保管
量

最終処分

0

搬出量

280.165

13

107

0

中間処理

95.050

93

売却した量受入量

処分を行う前の産業廃棄物
の保管量

電子マニフェスト※６

の報告件数

処分前・後の保管量及び処分量

処分を行う前の産業廃棄物
の保管量

処
分
量

施設への投入量（1ヶ月分）※４

処分後の量（1ヶ月分）※５

255.630

680

272.265

637

1,749 13.570

当月に実績のあった契約の件数

531

1643

16.635

106

10.255

275.580

275.535

12.983 8.353

291

166.070

19.045

13

213

0

120

107

処分が終了し搬出前の保管
量

産業廃棄物の種類別の実績（処分を行う事業場（その１）に受け入れた量）

搬出先施設

処理の実績



（第６面）

【　平成 年 月実績】

処分を行う事業場（その　）への搬入量、保管量、処分量、搬出量 □ 搬入、保管、処分、搬出の実績なし

ｔ t 搬出量

受入車両の延べ台数 【前月からの繰越量】 【月末の保管量】 搬出車両の延べ台数 t

台 台 搬出車両の延べ台数

マニフェスト※１の枚数 【売却した有価物の種類】 台

枚 t t □　金属くず □　ガラスくず マニフェストの枚数

【内　　訳】 □　紙くず □　繊維くず 枚

　（継続契約分※２） □　その他 （　　　　　　　） 電子マニフェストの登録件数

受入量 （　　　　　　　） （　　　　　　　） 件

ｔ

受入車両の延べ台数 t

台

マニフェストの枚数

枚 t 搬出量

t 件 搬出車両の延べ台数 t

　（臨時契約分※３） 台 搬出車両の延べ台数

受入量 （前月からの繰越量） （月末の保管量） マニフェストの枚数 台

t 枚 マニフェストの枚数

受入車両の延べ台数 電子マニフェストの登録件数 枚

台 t t 件 電子マニフェストの登録件数

マニフェストの枚数 件

枚

燃え殻 ｔ ゴムくず ｔ
汚泥 ｔ 金属くず ｔ
廃油 ｔ ｔ
廃酸 ｔ 鉱さい ｔ
廃アルカリ ｔ がれき類 ｔ
廃プラスチック類 ｔ 動物のふん尿 ｔ
紙くず ｔ 動物の死体 ｔ
木くず ｔ ばいじん ｔ
繊維くず ｔ 政令13号物 ｔ
動植物性残さ ｔ 合計 ｔ
動物系固形不要物 ｔ

※１　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条の３に規定する産業廃棄物管理票を指す。

※５　処分が完了し、搬出可能な状態とした量について報告する。
※３　単発的な処分を行う契約で受け入れた産業廃棄物について報告する。

（日本工業規格Ａ列４番）

※４　同一事業場内で、複数の施設での処分を行う場合には合算の投入量を報告する。ただし、処分完了までに複数
　　　の処分工程を経る場合（破砕後に焼却を行うなど）は、最初の処分工程への投入量（破砕量）を報告する。※２　一定期間継続して処分を行うことを前提とした契約を締結している排出事業者から受け入れた産業廃棄

物
※６　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条の５に規定する、電子情報処理組織を使用して産業廃棄物の処分
　　　が終了した旨を情報処理センターに報告する仕組みを指す。

産業廃棄物の種類別の実績（処分を行う事業場（その　　）に受け入れた量）

ガラス・コンクリート・陶磁器くず

処分が終了し搬出前の保管
量

処分が終了し搬出前の保管
量

処分を行う前の産業廃棄物
の保管量

電子マニフェストの
報告件数

搬出量 中間処理

処
分
量

施設への投入量（1ヶ月分）

処分を行う前の産業廃棄物
の保管量

処分後の量（1ヶ月分）

受入量 最終処分処分前・後の保管量及び処分量 売却した量

搬出先施設



（第５面）

【　令和 3 年 11 月実績】

件

処分を行う事業場（その１）への搬入量、保管量、処分量、搬出量 □ 搬入、保管、処分、搬出の実績なし

ｔ t 搬出量

受入車両の延べ台数 【前月からの繰越量】 【月末の保管量】 搬出車両の延べ台数 t

台 台 搬出車両の延べ台数

マニフェスト※１の枚数 【売却した有価物の種類】 台

枚 t t ■　金属くず □　ガラスくず マニフェストの枚数

【内　　訳】 ■　紙くず □　繊維くず 枚

　（継続契約分※２） ■　その他 （廃プラスチック類） 電子マニフェストの登録件数

受入量 （　　　　　　　） （　　　　　　　） 件

ｔ

受入車両の延べ台数 t

台

マニフェストの枚数

枚 t 搬出量

t 件 搬出車両の延べ台数 t

　（臨時契約分※３） 台 搬出車両の延べ台数

受入量 （前月からの繰越量） （月末の保管量） マニフェストの枚数 台

t 枚 マニフェストの枚数

受入車両の延べ台数 電子マニフェストの登録件数 枚

台 t t 件 電子マニフェストの登録件数

マニフェストの枚数 件

枚

燃え殻 0.000 ｔ ゴムくず 0.000 ｔ
汚泥 0.000 ｔ 金属くず 61.094 ｔ
廃油 0.000 ｔ 17.069 ｔ
廃酸 0.000 ｔ 鉱さい 0.000 ｔ
廃アルカリ 0.000 ｔ がれき類 0.000 ｔ
廃プラスチック類 98.272 ｔ 動物のふん尿 0.000 ｔ
紙くず 19.454 ｔ 動物の死体 0.000 ｔ
木くず 52.434 ｔ ばいじん 0.000 ｔ
繊維くず 2.207 ｔ 政令13号物 0.000 ｔ
動植物性残さ 0.000 ｔ 合計 250.530 ｔ
動物系固形不要物 0.000 ｔ

（日本工業規格Ａ列４番）

162.093

16.350

12

101

11.550

249.235

249.185

203

0

1138.353 6.761

266

処分が終了し搬出前の保管
量

処分が終了し搬出前の保管
量

1624

18.800

90

685

250.530

637

1,714 10.255

当月に実績のあった契約の件数

231.730

売却した量受入量

処分を行う前の産業廃棄物
の保管量

電子マニフェスト※６

の報告件数

処分前・後の保管量及び処分量

処分を行う前の産業廃棄物
の保管量

処
分
量

施設への投入量（1ヶ月分）※４

処分後の量（1ヶ月分）※５

547

最終処分

0

搬出量

250.777

12

101

0

中間処理

72.334

90

産業廃棄物の種類別の実績（処分を行う事業場（その１）に受け入れた量）

ガラス・コンクリート・陶磁器くず

90

搬出先施設

処理の実績



（第６面）

【　平成 年 月実績】

処分を行う事業場（その　）への搬入量、保管量、処分量、搬出量 □ 搬入、保管、処分、搬出の実績なし

ｔ t 搬出量

受入車両の延べ台数 【前月からの繰越量】 【月末の保管量】 搬出車両の延べ台数 t

台 台 搬出車両の延べ台数

マニフェスト※１の枚数 【売却した有価物の種類】 台

枚 t t □　金属くず □　ガラスくず マニフェストの枚数

【内　　訳】 □　紙くず □　繊維くず 枚

　（継続契約分※２） □　その他 （　　　　　　　） 電子マニフェストの登録件数

受入量 （　　　　　　　） （　　　　　　　） 件

ｔ

受入車両の延べ台数 t

台

マニフェストの枚数

枚 t 搬出量

t 件 搬出車両の延べ台数 t

　（臨時契約分※３） 台 搬出車両の延べ台数

受入量 （前月からの繰越量） （月末の保管量） マニフェストの枚数 台

t 枚 マニフェストの枚数

受入車両の延べ台数 電子マニフェストの登録件数 枚

台 t t 件 電子マニフェストの登録件数

マニフェストの枚数 件

枚

燃え殻 ｔ ゴムくず ｔ
汚泥 ｔ 金属くず ｔ
廃油 ｔ ｔ
廃酸 ｔ 鉱さい ｔ
廃アルカリ ｔ がれき類 ｔ
廃プラスチック類 ｔ 動物のふん尿 ｔ
紙くず ｔ 動物の死体 ｔ
木くず ｔ ばいじん ｔ
繊維くず ｔ 政令13号物 ｔ
動植物性残さ ｔ 合計 ｔ
動物系固形不要物 ｔ

※１　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条の３に規定する産業廃棄物管理票を指す。

※５　処分が完了し、搬出可能な状態とした量について報告する。
※３　単発的な処分を行う契約で受け入れた産業廃棄物について報告する。

（日本工業規格Ａ列４番）

最終処分受入量 処分前・後の保管量及び処分量 売却した量

処
分
量

施設への投入量（1ヶ月分）

処分を行う前の産業廃棄物
の保管量

処分後の量（1ヶ月分）

処分を行う前の産業廃棄物
の保管量

電子マニフェストの
報告件数

搬出量 中間処理

※４　同一事業場内で、複数の施設での処分を行う場合には合算の投入量を報告する。ただし、処分完了までに複数
　　　の処分工程を経る場合（破砕後に焼却を行うなど）は、最初の処分工程への投入量（破砕量）を報告する。※２　一定期間継続して処分を行うことを前提とした契約を締結している排出事業者から受け入れた産業廃棄

物
※６　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条の５に規定する、電子情報処理組織を使用して産業廃棄物の処分
　　　が終了した旨を情報処理センターに報告する仕組みを指す。

産業廃棄物の種類別の実績（処分を行う事業場（その　　）に受け入れた量）

ガラス・コンクリート・陶磁器くず

処分が終了し搬出前の保管
量

処分が終了し搬出前の保管
量

搬出先施設



（第５面）

【　令和 3 年 12 月実績】

件

処分を行う事業場（その１）への搬入量、保管量、処分量、搬出量 □ 搬入、保管、処分、搬出の実績なし

ｔ t 搬出量

受入車両の延べ台数 【前月からの繰越量】 【月末の保管量】 搬出車両の延べ台数 t

台 台 搬出車両の延べ台数

マニフェスト※１の枚数 【売却した有価物の種類】 台

枚 t t ■　金属くず □　ガラスくず マニフェストの枚数

【内　　訳】 ■　紙くず □　繊維くず 枚

　（継続契約分※２） ■　その他 （廃プラスチック類） 電子マニフェストの登録件数

受入量 （　　　　　　　） （　　　　　　　） 件

ｔ

受入車両の延べ台数 t

台

マニフェストの枚数

枚 t 搬出量

t 件 搬出車両の延べ台数 t

　（臨時契約分※３） 台 搬出車両の延べ台数

受入量 （前月からの繰越量） （月末の保管量） マニフェストの枚数 台

t 枚 マニフェストの枚数

受入車両の延べ台数 電子マニフェストの登録件数 枚

台 t t 件 電子マニフェストの登録件数

マニフェストの枚数 件

枚

燃え殻 0.000 ｔ ゴムくず 0.000 ｔ
汚泥 0.000 ｔ 金属くず 77.551 ｔ
廃油 0.000 ｔ 23.440 ｔ
廃酸 0.000 ｔ 鉱さい 0.000 ｔ
廃アルカリ 0.000 ｔ がれき類 0.000 ｔ
廃プラスチック類 109.145 ｔ 動物のふん尿 0.000 ｔ
紙くず 23.950 ｔ 動物の死体 0.000 ｔ
木くず 59.330 ｔ ばいじん 0.000 ｔ
繊維くず 2.727 ｔ 政令13号物 0.000 ｔ
動植物性残さ 0.000 ｔ 合計 ####### ｔ
動物系固形不要物 0.000 ｔ

（日本工業規格Ａ列４番）

ガラス・コンクリート・陶磁器くず

106

処分が終了し搬出前の保管
量

最終処分

0

搬出量

292.574

13

141

0

中間処理

91.661

97

売却した量受入量

処分を行う前の産業廃棄物
の保管量

電子マニフェスト※６

の報告件数

処分前・後の保管量及び処分量

処分を行う前の産業廃棄物
の保管量

処
分
量

施設への投入量（1ヶ月分）※４

処分後の量（1ヶ月分）※５

279.123

754

296.143

694

1,662 11.550

当月に実績のあった契約の件数

588

1556

17.020

106

9.524

298.169

298.020

6.761 12.207

290

182.298

18.615

13

251

0

154

141

処分が終了し搬出前の保管
量

産業廃棄物の種類別の実績（処分を行う事業場（その１）に受け入れた量）

搬出先施設

処理の実績



（第６面）

【　平成 年 月実績】

処分を行う事業場（その　）への搬入量、保管量、処分量、搬出量 □ 搬入、保管、処分、搬出の実績なし

ｔ t 搬出量

受入車両の延べ台数 【前月からの繰越量】 【月末の保管量】 搬出車両の延べ台数 t

台 台 搬出車両の延べ台数

マニフェスト※１の枚数 【売却した有価物の種類】 台

枚 t t □　金属くず □　ガラスくず マニフェストの枚数

【内　　訳】 □　紙くず □　繊維くず 枚

　（継続契約分※２） □　その他 （　　　　　　　） 電子マニフェストの登録件数

受入量 （　　　　　　　） （　　　　　　　） 件

ｔ

受入車両の延べ台数 t

台

マニフェストの枚数

枚 t 搬出量

t 件 搬出車両の延べ台数 t

　（臨時契約分※３） 台 搬出車両の延べ台数

受入量 （前月からの繰越量） （月末の保管量） マニフェストの枚数 台

t 枚 マニフェストの枚数

受入車両の延べ台数 電子マニフェストの登録件数 枚

台 t t 件 電子マニフェストの登録件数

マニフェストの枚数 件

枚

燃え殻 ｔ ゴムくず ｔ
汚泥 ｔ 金属くず ｔ
廃油 ｔ ｔ
廃酸 ｔ 鉱さい ｔ
廃アルカリ ｔ がれき類 ｔ
廃プラスチック類 ｔ 動物のふん尿 ｔ
紙くず ｔ 動物の死体 ｔ
木くず ｔ ばいじん ｔ
繊維くず ｔ 政令13号物 ｔ
動植物性残さ ｔ 合計 ｔ
動物系固形不要物 ｔ

※１　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条の３に規定する産業廃棄物管理票を指す。

※５　処分が完了し、搬出可能な状態とした量について報告する。
※３　単発的な処分を行う契約で受け入れた産業廃棄物について報告する。

（日本工業規格Ａ列４番）

※４　同一事業場内で、複数の施設での処分を行う場合には合算の投入量を報告する。ただし、処分完了までに複数
　　　の処分工程を経る場合（破砕後に焼却を行うなど）は、最初の処分工程への投入量（破砕量）を報告する。※２　一定期間継続して処分を行うことを前提とした契約を締結している排出事業者から受け入れた産業廃棄

物
※６　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条の５に規定する、電子情報処理組織を使用して産業廃棄物の処分
　　　が終了した旨を情報処理センターに報告する仕組みを指す。

産業廃棄物の種類別の実績（処分を行う事業場（その　　）に受け入れた量）

ガラス・コンクリート・陶磁器くず

処分が終了し搬出前の保管
量

処分が終了し搬出前の保管
量

処分を行う前の産業廃棄物
の保管量

電子マニフェストの
報告件数

搬出量 中間処理

処
分
量

施設への投入量（1ヶ月分）

処分を行う前の産業廃棄物
の保管量

処分後の量（1ヶ月分）

受入量 最終処分処分前・後の保管量及び処分量 売却した量

搬出先施設



（第５面）

【　令和 4 年 1 月実績】

件

処分を行う事業場（その１）への搬入量、保管量、処分量、搬出量 □ 搬入、保管、処分、搬出の実績なし

ｔ t 搬出量

受入車両の延べ台数 【前月からの繰越量】 【月末の保管量】 搬出車両の延べ台数 t

台 台 搬出車両の延べ台数

マニフェスト※１の枚数 【売却した有価物の種類】 台

枚 t t ■　金属くず □　ガラスくず マニフェストの枚数

【内　　訳】 ■　紙くず □　繊維くず 枚

　（継続契約分※２） ■　その他 （廃プラスチック類） 電子マニフェストの登録件数

受入量 （　　　　　　　） （　　　　　　　） 件

ｔ

受入車両の延べ台数 t

台

マニフェストの枚数

枚 t 搬出量

t 件 搬出車両の延べ台数 t

　（臨時契約分※３） 台 搬出車両の延べ台数

受入量 （前月からの繰越量） （月末の保管量） マニフェストの枚数 台

t 枚 マニフェストの枚数

受入車両の延べ台数 電子マニフェストの登録件数 枚

台 t t 件 電子マニフェストの登録件数

マニフェストの枚数 件

枚

燃え殻 0.000 ｔ ゴムくず 0.000 ｔ
汚泥 0.000 ｔ 金属くず 89.796 ｔ
廃油 0.000 ｔ 15.202 ｔ
廃酸 0.000 ｔ 鉱さい 0.000 ｔ
廃アルカリ 0.000 ｔ がれき類 0.000 ｔ
廃プラスチック類 84.297 ｔ 動物のふん尿 0.000 ｔ
紙くず 20.627 ｔ 動物の死体 0.000 ｔ
木くず 43.087 ｔ ばいじん 0.000 ｔ
繊維くず 2.819 ｔ 政令13号物 0.000 ｔ
動植物性残さ 0.000 ｔ 合計 255.828 ｔ
動物系固形不要物 0.000 ｔ

（日本工業規格Ａ列４番）

135.920

15.670

11

92

9.410

255.942

255.873

222

0

10312.207 18.958

231

処分が終了し搬出前の保管
量

処分が終了し搬出前の保管
量

1534

15.080

92

667

255.828

583

1,626 9.524

当月に実績のあった契約の件数

240.748

売却した量受入量

処分を行う前の産業廃棄物
の保管量

電子マニフェスト※６

の報告件数

処分前・後の保管量及び処分量

処分を行う前の産業廃棄物
の保管量

処
分
量

施設への投入量（1ヶ月分）※４

処分後の量（1ヶ月分）※５

491

最終処分

0

搬出量

249.122

11

92

0

中間処理

97.532

119

産業廃棄物の種類別の実績（処分を行う事業場（その１）に受け入れた量）

ガラス・コンクリート・陶磁器くず

92

搬出先施設

処理の実績



（第６面）

【　平成 年 月実績】

処分を行う事業場（その　）への搬入量、保管量、処分量、搬出量 □ 搬入、保管、処分、搬出の実績なし

ｔ t 搬出量

受入車両の延べ台数 【前月からの繰越量】 【月末の保管量】 搬出車両の延べ台数 t

台 台 搬出車両の延べ台数

マニフェスト※１の枚数 【売却した有価物の種類】 台

枚 t t □　金属くず □　ガラスくず マニフェストの枚数

【内　　訳】 □　紙くず □　繊維くず 枚

　（継続契約分※２） □　その他 （　　　　　　　） 電子マニフェストの登録件数

受入量 （　　　　　　　） （　　　　　　　） 件

ｔ

受入車両の延べ台数 t

台

マニフェストの枚数

枚 t 搬出量

t 件 搬出車両の延べ台数 t

　（臨時契約分※３） 台 搬出車両の延べ台数

受入量 （前月からの繰越量） （月末の保管量） マニフェストの枚数 台

t 枚 マニフェストの枚数

受入車両の延べ台数 電子マニフェストの登録件数 枚

台 t t 件 電子マニフェストの登録件数

マニフェストの枚数 件

枚

燃え殻 ｔ ゴムくず ｔ
汚泥 ｔ 金属くず ｔ
廃油 ｔ ｔ
廃酸 ｔ 鉱さい ｔ
廃アルカリ ｔ がれき類 ｔ
廃プラスチック類 ｔ 動物のふん尿 ｔ
紙くず ｔ 動物の死体 ｔ
木くず ｔ ばいじん ｔ
繊維くず ｔ 政令13号物 ｔ
動植物性残さ ｔ 合計 ｔ
動物系固形不要物 ｔ

※１　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条の３に規定する産業廃棄物管理票を指す。

※５　処分が完了し、搬出可能な状態とした量について報告する。
※３　単発的な処分を行う契約で受け入れた産業廃棄物について報告する。

（日本工業規格Ａ列４番）

最終処分受入量 処分前・後の保管量及び処分量 売却した量

処
分
量

施設への投入量（1ヶ月分）

処分を行う前の産業廃棄物
の保管量

処分後の量（1ヶ月分）

処分を行う前の産業廃棄物
の保管量

電子マニフェストの
報告件数

搬出量 中間処理

※４　同一事業場内で、複数の施設での処分を行う場合には合算の投入量を報告する。ただし、処分完了までに複数
　　　の処分工程を経る場合（破砕後に焼却を行うなど）は、最初の処分工程への投入量（破砕量）を報告する。※２　一定期間継続して処分を行うことを前提とした契約を締結している排出事業者から受け入れた産業廃棄

物
※６　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条の５に規定する、電子情報処理組織を使用して産業廃棄物の処分
　　　が終了した旨を情報処理センターに報告する仕組みを指す。

産業廃棄物の種類別の実績（処分を行う事業場（その　　）に受け入れた量）

ガラス・コンクリート・陶磁器くず

処分が終了し搬出前の保管
量

処分が終了し搬出前の保管
量

搬出先施設



（第５面）

【　令和 4 年 2 月実績】

件

処分を行う事業場（その１）への搬入量、保管量、処分量、搬出量 □ 搬入、保管、処分、搬出の実績なし

ｔ t 搬出量

受入車両の延べ台数 【前月からの繰越量】 【月末の保管量】 搬出車両の延べ台数 t

台 台 搬出車両の延べ台数

マニフェスト※１の枚数 【売却した有価物の種類】 台

枚 t t ■　金属くず □　ガラスくず マニフェストの枚数

【内　　訳】 ■　紙くず □　繊維くず 枚

　（継続契約分※２） ■　その他 （廃プラスチック類） 電子マニフェストの登録件数

受入量 （　　　　　　　） （　　　　　　　） 件

ｔ

受入車両の延べ台数 t

台

マニフェストの枚数

枚 t 搬出量

t 件 t

　（臨時契約分※３） 台 搬出車両の延べ台数

受入量 （前月からの繰越量） （月末の保管量） マニフェストの枚数 台

t 枚 マニフェストの枚数

受入車両の延べ台数 電子マニフェストの登録件数 枚

台 t t 件 電子マニフェストの登録件数

マニフェストの枚数 件

枚

燃え殻 0.000 ｔ ゴムくず 0.000 ｔ
汚泥 0.000 ｔ 金属くず 60.584 ｔ
廃油 0.000 ｔ 21.833 ｔ
廃酸 0.000 ｔ 鉱さい 0.000 ｔ
廃アルカリ 0.000 ｔ がれき類 0.000 ｔ
廃プラスチック類 89.996 ｔ 動物のふん尿 0.000 ｔ
紙くず 28.513 ｔ 動物の死体 0.000 ｔ
木くず 35.233 ｔ ばいじん 0.000 ｔ
繊維くず 1.681 ｔ 政令13号物 0.000 ｔ
動植物性残さ 0.000 ｔ 合計 237.840 ｔ
動物系固形不要物 0.000 ｔ

（日本工業規格Ａ列４番）

ガラス・コンクリート・陶磁器くず

64

処分が終了し搬出前の保管
量

最終処分

0

搬出量

248.037

10

107

0

中間処理

87.538

83

売却した量受入量

処分を行う前の産業廃棄物
の保管量

電子マニフェスト※６

の報告件数

処分前・後の保管量及び処分量

処分を行う前の産業廃棄物
の保管量

処
分
量

施設への投入量（1ヶ月分）※４

処分後の量（1ヶ月分）※５

225.240

707

237.840

541

1,460 9.410

当月に実績のあった契約の件数

477

1,396

12.600

64

8.340

238.910

238.850

18.958 9.771

223

147.594

12.905

10

200

0

117

107

処分が終了し搬出前の保管
量

産業廃棄物の種類別の実績（処分を行う事業場（その１）に受け入れた量）

搬出先施設

処理の実績



（第６面）

【　平成 年 月実績】

処分を行う事業場（その　）への搬入量、保管量、処分量、搬出量 □ 搬入、保管、処分、搬出の実績なし

ｔ t 搬出量

受入車両の延べ台数 【前月からの繰越量】 【月末の保管量】 搬出車両の延べ台数 t

台 台 搬出車両の延べ台数

マニフェスト※１の枚数 【売却した有価物の種類】 台

枚 t t □　金属くず □　ガラスくず マニフェストの枚数

【内　　訳】 □　紙くず □　繊維くず 枚

　（継続契約分※２） □　その他 （　　　　　　　） 電子マニフェストの登録件数

受入量 （　　　　　　　） （　　　　　　　） 件

ｔ

受入車両の延べ台数 t

台

マニフェストの枚数

枚 t 搬出量

t 件 搬出車両の延べ台数 t

　（臨時契約分※３） 台 搬出車両の延べ台数

受入量 （前月からの繰越量） （月末の保管量） マニフェストの枚数 台

t 枚 マニフェストの枚数

受入車両の延べ台数 電子マニフェストの登録件数 枚

台 t t 件 電子マニフェストの登録件数

マニフェストの枚数 件

枚

燃え殻 ｔ ゴムくず ｔ
汚泥 ｔ 金属くず ｔ
廃油 ｔ ｔ
廃酸 ｔ 鉱さい ｔ
廃アルカリ ｔ がれき類 ｔ
廃プラスチック類 ｔ 動物のふん尿 ｔ
紙くず ｔ 動物の死体 ｔ
木くず ｔ ばいじん ｔ
繊維くず ｔ 政令13号物 ｔ
動植物性残さ ｔ 合計 ｔ
動物系固形不要物 ｔ

※１　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条の３に規定する産業廃棄物管理票を指す。

※５　処分が完了し、搬出可能な状態とした量について報告する。
※３　単発的な処分を行う契約で受け入れた産業廃棄物について報告する。

（日本工業規格Ａ列４番）

※４　同一事業場内で、複数の施設での処分を行う場合には合算の投入量を報告する。ただし、処分完了までに複数
　　　の処分工程を経る場合（破砕後に焼却を行うなど）は、最初の処分工程への投入量（破砕量）を報告する。※２　一定期間継続して処分を行うことを前提とした契約を締結している排出事業者から受け入れた産業廃棄

物
※６　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条の５に規定する、電子情報処理組織を使用して産業廃棄物の処分
　　　が終了した旨を情報処理センターに報告する仕組みを指す。

産業廃棄物の種類別の実績（処分を行う事業場（その　　）に受け入れた量）

ガラス・コンクリート・陶磁器くず

処分が終了し搬出前の保管
量

処分が終了し搬出前の保管
量

処分を行う前の産業廃棄物
の保管量

電子マニフェストの
報告件数

搬出量 中間処理

処
分
量

施設への投入量（1ヶ月分）

処分を行う前の産業廃棄物
の保管量

処分後の量（1ヶ月分）

受入量 最終処分処分前・後の保管量及び処分量 売却した量

搬出先施設



（第５面）

【　令和 4 年 3 月実績】

件

処分を行う事業場（その１）への搬入量、保管量、処分量、搬出量 □ 搬入、保管、処分、搬出の実績なし

ｔ t 搬出量

受入車両の延べ台数 【前月からの繰越量】 【月末の保管量】 搬出車両の延べ台数 t

台 台 搬出車両の延べ台数

マニフェスト※１の枚数 【売却した有価物の種類】 台

枚 t t ■　金属くず □　ガラスくず マニフェストの枚数

【内　　訳】 ■　紙くず □　繊維くず 枚

　（継続契約分※２） ■　その他 （廃プラスチック類） 電子マニフェストの登録件数

受入量 （　　　　　　　） （　　　　　　　） 件

ｔ

受入車両の延べ台数 t

台

マニフェストの枚数

枚 t 搬出量

t 件 搬出車両の延べ台数 t

　（臨時契約分※３） 台 搬出車両の延べ台数

受入量 （前月からの繰越量） （月末の保管量） マニフェストの枚数 台

t 枚 マニフェストの枚数

受入車両の延べ台数 電子マニフェストの登録件数 枚

台 t t 件 電子マニフェストの登録件数

マニフェストの枚数 件

枚

燃え殻 0.000 ｔ ゴムくず 0.000 ｔ
汚泥 0.000 ｔ 金属くず 105.036 ｔ
廃油 0.000 ｔ 18.985 ｔ
廃酸 0.000 ｔ 鉱さい 0.000 ｔ
廃アルカリ 0.000 ｔ がれき類 17.114 ｔ
廃プラスチック類 146.932 ｔ 動物のふん尿 0.000 ｔ
紙くず 27.285 ｔ 動物の死体 0.000 ｔ
木くず 65.235 ｔ ばいじん 0.000 ｔ
繊維くず 4.667 ｔ 政令13号物 0.000 ｔ
動植物性残さ 0.000 ｔ 合計 368.140 ｔ
動物系固形不要物 0.000 ｔ

（日本工業規格Ａ列４番）

234.175

16.435

12

157

12.165

364.315

364.255

280

0

1699.771 9.136

289

処分が終了し搬出前の保管
量

処分が終了し搬出前の保管
量

1688

11.295

71

764

368.140

727

1,759 8.340

当月に実績のあった契約の件数

356.845

売却した量受入量

処分を行う前の産業廃棄物
の保管量

電子マニフェスト※６

の報告件数

処分前・後の保管量及び処分量

処分を行う前の産業廃棄物
の保管量

処
分
量

施設への投入量（1ヶ月分）※４

処分後の量（1ヶ月分）※５

656

最終処分

0

搬出量

364.890

12

157

0

中間処理

114.280

111

産業廃棄物の種類別の実績（処分を行う事業場（その１）に受け入れた量）

ガラス・コンクリート・陶磁器くず

71

搬出先施設

処理の実績



（第６面）

【　平成 年 月実績】

処分を行う事業場（その　）への搬入量、保管量、処分量、搬出量 □ 搬入、保管、処分、搬出の実績なし

ｔ t 搬出量

受入車両の延べ台数 【前月からの繰越量】 【月末の保管量】 搬出車両の延べ台数 t

台 台 搬出車両の延べ台数

マニフェスト※１の枚数 【売却した有価物の種類】 台

枚 t t □　金属くず □　ガラスくず マニフェストの枚数

【内　　訳】 □　紙くず □　繊維くず 枚

　（継続契約分※２） □　その他 （　　　　　　　） 電子マニフェストの登録件数

受入量 （　　　　　　　） （　　　　　　　） 件

ｔ

受入車両の延べ台数 t

台

マニフェストの枚数

枚 t 搬出量

t 件 搬出車両の延べ台数 t

　（臨時契約分※３） 台 搬出車両の延べ台数

受入量 （前月からの繰越量） （月末の保管量） マニフェストの枚数 台

t 枚 マニフェストの枚数

受入車両の延べ台数 電子マニフェストの登録件数 枚

台 t t 件 電子マニフェストの登録件数

マニフェストの枚数 件

枚

燃え殻 ｔ ゴムくず ｔ
汚泥 ｔ 金属くず ｔ
廃油 ｔ ｔ
廃酸 ｔ 鉱さい ｔ
廃アルカリ ｔ がれき類 ｔ
廃プラスチック類 ｔ 動物のふん尿 ｔ
紙くず ｔ 動物の死体 ｔ
木くず ｔ ばいじん ｔ
繊維くず ｔ 政令13号物 ｔ
動植物性残さ ｔ 合計 ｔ
動物系固形不要物 ｔ

※１　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条の３に規定する産業廃棄物管理票を指す。

※５　処分が完了し、搬出可能な状態とした量について報告する。
※３　単発的な処分を行う契約で受け入れた産業廃棄物について報告する。

（日本工業規格Ａ列４番）

最終処分受入量 処分前・後の保管量及び処分量 売却した量

処
分
量

施設への投入量（1ヶ月分）

処分を行う前の産業廃棄物
の保管量

処分後の量（1ヶ月分）

処分を行う前の産業廃棄物
の保管量

電子マニフェストの
報告件数

搬出量 中間処理

※４　同一事業場内で、複数の施設での処分を行う場合には合算の投入量を報告する。ただし、処分完了までに複数
　　　の処分工程を経る場合（破砕後に焼却を行うなど）は、最初の処分工程への投入量（破砕量）を報告する。※２　一定期間継続して処分を行うことを前提とした契約を締結している排出事業者から受け入れた産業廃棄

物
※６　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条の５に規定する、電子情報処理組織を使用して産業廃棄物の処分
　　　が終了した旨を情報処理センターに報告する仕組みを指す。

産業廃棄物の種類別の実績（処分を行う事業場（その　　）に受け入れた量）

ガラス・コンクリート・陶磁器くず

処分が終了し搬出前の保管
量

処分が終了し搬出前の保管
量

搬出先施設


